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認め合い、支え合って目標や目的の達成を！

２学期が始まって１カ月間、生徒は毎日の授業、部活動等に１学期

同様しっかりと取り組んでいます。さらに今、今月予定されている２つ
の大きな学校行事（合唱コンクール(10/9)、体育祭(10/23)）に向

け、学活や昼休み、放課後等の時間を使って、学年や学級で決めた目

標や目的を達成しようと生徒同士、生徒と先生が切磋琢磨しています。
（合唱コンクールや体育祭の様子は次号で紹介します）

集団での活動では、楽しさや期待感を得ることができる反面、仲間と
協力し続ける難しさがあります。しかし、生徒の活動の様子を見ると、

集団で活動する時に欠かせない「互いに認め合い、支え合う」姿勢で
一生懸命がんばり、その取り組みが生徒をより一層成長させていると感じています。
生徒が最後まで、集団の一員として「果たすべき自分の役割は何か」「発揮すべき自分の良さ

は何か」を追求し、大切な思い出となる達成感を得られるよう応援していきたいと考えています。
引き続き保護者の皆様、地域の皆様のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

本校駅伝部が、思いを一つにして活躍してくれました。

競技場では、出場する選手や応援する部員、先生方が、“いつ

も通り”の和やかな雰囲気で競技開始に向けて準備しました。

そこには、学年の違いや生徒と先生の立場の違いなどはなく、

互いに気持ちよく話せる関係がありました。

競技中の選手は自分の力を発揮し

ようと真剣な表情でがんばりました。そして、その選手を応援する

仲間も精一杯の力を尽くしていました。

結果は、男女共に予想以上の好成績を収めました。特に、女子は

総合第３位で、県大会出場を決めました。

生徒が自分の意思をしっかりと持って駅伝部に参加し、練習への

前向きさを持ち続け、互いに認め合い、励まし合ってきました。

生徒と先生が一体となった本当に素晴らしい“駅伝部”でした。

本校の体育館に生品小６年生を招待し、合唱コンクールに向け

て練習している３年生と交流会を行いました。

６年生が３年生の合唱を集中して聴いてくれたので、３年生の

歌声にも力が入りました。合唱後に小学生が積極的に感想を発表

し、それを中学生がうれしそうに聞いていた様子がとてもよかっ

たです。１時間の交流でしたが、参加した子どもたちが和やかな

雰囲気の中で、それぞれの持ち味を発揮できました。

この経験は今後の学校生活にプラスになると考えています。

（裏面に続きます）
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美術部１０月の作品



本校の代表として、村山こはるさん（２年）が参加し、練習を

重ねてきた成果を表現豊かに発揮してくれました。

タイトルは「Kindness at 30,000 Feet and Below」（３

万フィートの上空でも地上でも広がるやさしさ）です。

自らの夢に関わる素晴らしいスピーチでした。

【結果】Excellent Prize

＜市中学校新人大会の主な結果等＞

○サッカー部 ○ソフトテニス部（女子） ○軟式野球

１回戦敗退（対 北の杜） 団体 予選リーグ敗退 １回戦敗退（対 城東中･北の杜）

※木崎中、生品中、綿打中合同チーム 個人 ２回戦敗退 他

○バレーボール ○剣道部（男子） ○剣道部（女子）

予選リーグ敗退 団体 決勝トーナメント１回戦敗退 団体 予選リーグ敗退

（城東中・休泊中） 個人 第３位（県大会２名出場） 個人 （県大会１名出場）

○卓球部（男子・女子） ○バスケットボール部（男子） ○バスケットボール部（女子）

個人 ２回戦敗退 他 １回戦敗退（対 綿打中） １回戦敗退（対 東中）

○陸上部 ○吹奏楽部

・１年男子100m 第４位 ＜今後の予定＞

・共通女子1500m 第１位 １０月１２日（日）

・共通女子800m 第２位 オータムコンサート

・共通女子200m 第３位 （藪塚本町文化ホール

・１年女子100m 第２位 カルトピア）

・女子総合 第３位


